
十
三

犀さ
い

乗の
り

沢ざ
わ

国
道
19
号
か
ら
東
に
上
が
っ

た
平
瀬
城
の
登
り
口
か
ら
、
道

に
沿
っ
て
深
い
沢
が
流
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
伝
説
の
あ
る

「
犀さ
い
の
り
ざ
わ

乗
沢
」で
す
。
名
前
の
由
来
は
、

母
親
で
あ
る
犀
さ
い
り
ゅ
う龍が
息
子
の
小
太

郎
を
背
中
に
乗
せ
て
飛
び
立
っ
た

の
が
こ
の
沢
で
あ
る
こ
と
か
ら
名

づ
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
か
つ
て

こ
の
度
、
島
内
地
区
町
会
連
合

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
髙
山
で

す
。
微
力
な
が
ら
島
内
が
よ
り
良

い
地
域
と
な
る
た
め
に
努
力
い
た

し
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

私
た
ち
は
縁
あ
っ
て
こ
の
歴
史

あ
る
地
域
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
大
切
な
の
は
「
人
の
つ

な
が
り
」
で
す
。
昨
年
度
末
終
了

し
た
「
島
内
地
区
防
災
モ
デ
ル
事

業
」
は
、
事
業
に
取
り
組
ん
だ
町

会
の
み
な
ら
ず
、
地
区
全
体
の
防

巡
り
合
わ
せ
で
、
二
年
間
、
町

会
連
合
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
年
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
中
止
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
謹
慎

な
が
ら
比
較
的
楽
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

二
年
目
は
、
昨
年
五
月
に
コ
ロ

ナ
の
位
置
づ
け
が
変
更
さ
れ
て
以

降
、
徐
々
に
事
業
が
再
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
挨
拶
の
機
会
も
増
え
、

N

ラーラ
松本

梓
川

奈
良
井
川

犀
川

平瀬城跡
（本城）

尾入沢

国
道
19
号

国道147号

平瀬城跡
（南支城）

松本
トンネル

犀乗沢

放
映
さ
れ
て
い
た

「
ま
ん
が
日
本
昔
ば

な
し
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
映
像
を
思
い
出

す
シ
ー
ン
で
す
。
姿

を
か
く
し
た
母
を
小

太
郎
は
探
し
続
け
、

下
田
の
尾
入
沢
（
平

瀬
と
田
沢
の
境
辺

り
）
で
巡
り
合
い
ま

し
た
。
島
内
の
紙
芝

居
に
も
登
場
す
る

　
今
年
は
辰
年
。
松
本
で
辰
に
ま

つ
わ
る
お
話
と
言
え
ば
泉
小
太
郎

伝
説
が
あ
り
ま
す
が
、
小
太
郎
が

島
内
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

災
意
識
が
高
ま
る
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
町
会
活
動
へ
の
参

加
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
が

大
切
で
、「
み
ん
な
で
考
え
動
き

回
る
町
会
」
づ
く
り
の
た
め
に
は

隣
組
の
ふ
れ
あ
い
こ
そ
が
原
点
で

あ
る
こ
と
等
を
学
び
ま
し
た
。
一

人
で
で
き
な
い
こ
と
を
み
ん
な
で

で
き
る
よ
う
に
す
る
町
会
づ
く
り

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
そ
の
気
に

な
れ
ば
た
や
す
く
実
現
す
る
は
ず

で
す
。
近
所
の
誰
か
を
元
気
に
す

る
こ
と
で
自
分
も
元
気
に
な
る
町

会
、
一
方
通
行
で
は
な
く
双
方
向

の
関
係
を
積
み
上
げ
る
こ
と
を
大

切
に
全
町
会
長
が
心
を
合
わ
せ
て

一
年
間
頑
張
り
ま
す
。
関
係
各
位

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

少
し
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
十
一
月
の
文
化
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
に
は
、
三
百
人
を
超
え

る
方
々
に
来
場
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ

前
の
規
模
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

一
方
、
防
災
モ
デ
ル
事
業
に
係

わ
る
中
で
、
隣
組
単
位
で
の
安
否

確
認
や
避
難
計
画
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

町
会
に
と
っ
て
防
災
は
最
も
重

要
な
課
題
で
す
の
で
、
モ
デ
ル
事

業
の
成
果
を
生
か
し
、
各
町
会
で

の
取
り
組
み
が
充
実
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

髙
山
　
拓
郎

（
島
高
松
）

髙
山
　
潔
（
高
松
）

新
町
会
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

新
町
会
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

退
任
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

退
任
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

お
話
で
す
の
で
機
会
が
あ
っ
た

ら
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
ち

な
み
に
平
瀬
城
は
犀
乗
沢
を
挟

ん
で
北
側
の
尾
根
に
本
城
、
南

側
の
尾
根
に
南
城
が
あ
り
、
合

わ
せ
て
平
瀬
城
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
奈
良
井
川
と
梓
川
が
合
流

し
て
犀
川
が
始
ま
る
場
所
で
も

あ
り
、
様
々
な
物
語
が
生
ま
れ

た
の
で
し
ょ
う
。

紙芝居は島内公民館で借りることができます
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青
島
町
会
で
２
期
４
年
館
長
を

経
験
し
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
や
っ

と
昨
年
か
ら
公
民
館
行
事
が
や
れ

る
環
境
に
な
り
、
町
会
に
活
気
が

出
て
き
ま
し
た
。

今
年
３
期
目
の
館
長
を
継
続
す

る
際
に
館
長
会
の
会
長
を
拝
命
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
灯
篭
ま

つ
り
や
運
動
会
が
形
を
変
え
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
時

代
に
合
っ
た
地
域
を
、
新
た
な
館

長
さ
ん
を
含
め
、
全
て
の
館
長
さ

ん
と
共
に
作
っ
て
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
島
内
町
会
が
一
層
元
気

で
活
発
に
な
り
、
若
い
人
か
ら
高

齢
者
ま
で
住
み
良
い
地
域
に
で
き

ま
す
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
入
庁
以
来
、
公

民
館
主
事
と
し
て
は
２
館
目
と
な

り
ま
す
。

島
内
地
区
に
つ
い
て
は
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、

色
々
学
び
な
が
ら
、
早
く
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
頼
っ
て
い
た
だ
け
る

存
在
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
む
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
島
内
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
明

ひ
ろ
ば
で
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま

と
出
会
え
る
日
々
が
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
ひ
ろ
ば
で
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
昨
年
度

か
ら
、
中
田
町
会
で
町
会
長
も
し

て
お
り
ま
す
。

３
年
間
、
町
内
公
民
館
長
会
会

長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

町
内
公
民
館
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
で

大
き
く
停
滞
、
子
ど
も
達
か
ら
表

情
を
奪
っ
た
マ
ス
ク
は
大
人
と
の

島
内
公
民
館
　
　

中
條
　
　
陽

島
内
出
張
所
　
　

中
島
　
　
茜

島
内
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば

丸
山
　
ひ
と
み

☆
町
会
長

　
小　
宮
（
副
会
長
）�

髙
山　
正
敏

　
高　
松�

髙
山　
　
満

　
島
高
松
（
会
長
）�

髙
山　
拓
郎

　
北　
中
（
会
計
）�

茂
木　
英
二

　
南　
中
（
副
会
長
）�

犬
飼　
孝
佳

　
青　
島�

小
松　
茂
清

　
松　
島�

岩
尾　
啓
一

　
新　
橋�

白
木　
好
雄

　
東　
方�

野
々
山　
泉

　
町�
五
味　
大
治

　
北　
方�
濵　
　
雅
雄

　
上
平
瀬�

清
水　
文
隆

　
平
瀬
川
西�

松
尾　
英
志

　
平
瀬
川
東�

麻
和　
良
一

　
下　
田�

逢
沢　
博
光

　
山　
田�

大
沢　
　
明

　
犬
飼
新
田�

村
山　
俊
雄

　
中　
田�

丸
山
ひ
と
み

　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮�

吉
田　
幸
展

　
小
宮
西�

市
川　
陽
子

☆
町
内
公
民
館
長

　
小　
宮�

髙
山
太
久
郎

　
高　
松�

高
山　
洋
一

　
島
高
松
（
会
計
）�

清
水　
善
久

　
北　
中�

宮
澤　
重
行

　
南　
中
（
副
会
長
）�

犬
飼　
正
次

　
青　
島
（
会
長
）�

石
黒　
　
諭

　
松　
島
（
副
会
長
）�

小
出　
光
男

　
新　
橋　

�

山
田　
博
甲

　
東　
方�

洞
口　
　
裕

　
町
（
会
計
補
佐
）�

河
内　
正
弘

　
北　
方�

山
根　
清
史

　
上
平
瀬�

小
松　
勇
一

　
平
瀬
川
西�

丸
山　
徳
義

　
平
瀬
川
東�

太
田　
政
明

　
下　
田�

逢
澤　
慎
一

　
山　
田�

大
沢　
隆
雄

　
犬
飼
新
田�

河
野　
久
通

　
中　
田�

飯
沼
由
美
子

　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮�

北
野　
健
治

　
小
宮
西�

笹
川　
安
一

☆
公
民
館
運
営
委
員
会

　
髙
山　
拓
郎�（
委
員
長
／
町
会
連
合
会
長
）

　
石
黒　
　
諭�（
町
内
公
民
館
長
会
長
）

　
小
松　
幹�

（
島
内
小
学
校
長
）

　
阪
口　
和
彦�

（
松
島
中
学
校
長
）

　
大
澤　
勝
人�（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
）

　
小
原　
良
成�（
子
ど
も
会
育
成
会
長
）

　
馬
場　
雄
治�（
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
）

　
髙
山
扶
美
子�（
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
）

石
黒
　
諭（

青
島
）

山
田
　
博
甲
（
新
橋
）

隔
た
り
を
生
み
ま
し
た
。

皆
が
寄
り
集
う
町
内
公
民
館
に

は
今
で
も
影
響
が
あ
り
ま
す
が
、

近
年
の
地
震
災
害
で
は
町
内
公
民

館
は
一
層
大
切
な
拠
り
所
に
な
る

は
ず
で
す
。
各
公
民
館
長
に
は
先

新
役
員
決
ま
る

新
役
員
決
ま
る

新
任
職
員

新
任
職
員

退
任
町
内
公
民
館
長
会

退
任
町
内
公
民
館
長
会

　
　
　
　
　
会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
会
長
あ
い
さ
つ

新
町
内
公
民
館
長
会

新
町
内
公
民
館
長
会

　
　
　
　
　
会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
会
長
あ
い
さ
つ

　
島
村　
公
章�（
交
通
安
全
協
会
島
内
支
部
長
）

　
宮
川　
幸
登�

（
体
育
協
会
長
）

　
髙
山　
裕
子�

（
館
報
編
集
委
員
長
）

　
牧
垣　
智
子�（
図
書
視
聴
覚
委
員
長
）

　
村
山　
俊
雄�

（
文
化
委
員
長
）

　
清
水　
豊
秋�（
利
用
者
団
体
代
表
）

☆
館
報
編
集
委
員
会

　
髙
山　
裕
子
（
委
員
長
）

　
川
上　
　
弘
（
全
市
版
）

　
東　
　
洋
子�

三
村
美
津
江

　
髙
山　
沙
織�

三
沢
枝
美
子

　
中
島　
綾
子�

可
児
美
津
子

　
宮
澤　
重
行�

洞
口　
　
裕

☆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

　
牧
垣　
智
子
（
委
員
長
）

　
小
原
た
け
子�

髙
山　
桂
子

　
胡
桃
沢
里
香�

犬
飼
美
智
子

　
青
木
美
貴
子

☆
文
化
委
員
会

　
村
山　
俊
雄
（
委
員
長
）

　
高
橋
ゆ
き
美�

茂
木　
博
子

　
茂
木　
英
二�

山
村　
好
子

　
山
岡　
京
子�

浅
澤　
忠
信

　
麻
和　
良
一�

石
黒　
　
諭

　
望
月　
若
葉�

小
松　
勇
一

　
太
田　
政
明

る
く
元
気
な
方
々
が
多
い
印
象
を

受
け
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

例
に
囚
わ
れ
ず
、

公
民
館
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
す
努
力

を
期
待
し
て
い
ま

す
。
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